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研究サポート
DNAシーケンサーやFACS（セルソーター）、リアルタイムPCR機器などの共同利用、
遺伝子情報処理ソフトGenetyxの学内利用ライセンスの提供、遺伝子組み換え動物

の作製、マウス飼育室と遺伝子改変動物作製専用の実験室の提供

教育サポート
遺伝子組換え講習会、マウス飼育講習会、
機器使用説明会など教育訓練や実験技術の

向上のサポート

社会貢献
共同利用拠点として学外研究者への開放、
中高生、一般市民を対象としたオープンラボ、

公開講座の実施

共同利用の解析機器室 胚操作実験室

［センターの活動］

遺伝子組換え講習会 公開講座「世界脳週間」
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Biosignal Genome Resource Center

センター長 平井　宏和
 （医学部教授併任）

教　授（専任） 畑田　出穂

准教授（専任） 堀居　拓郎

助　教（専任） 森田　純代

研究支援者 木村　美香

技術補佐員 中野　澄子

技術補佐員 遠峯　智美

事務補佐員 岩田　浩美

スタッフ

　生命の設計図はゲノムDNAに記されており、ATGCの四文字で記された遺伝情

報により生命現象が制御されていると考えられています。ヒューマンゲノムプロ

ジェクトにより2000年代初頭にヒトゲノムが読み解かれたのを皮切りに、現在

では様々な生物種のゲノム配列が解読されています。さらにゲノム編集技術であ

るCRISPR-Cas9システムの出現により、解読された配列をもとに、細胞や個体で

の遺伝子改変がより身近に行われるようになってきました。現在では、この技術

を応用した遺伝子組換え食品や遺伝子治療など様々な可能性が広がっています。

　本センターの前身である群馬大学遺伝子実験施設は、前述のヒューマンゲノ

ムプロジェクト真っ只中の1997年に全学共同利用施設として新設されました。

2004年の機構改革に伴い、群馬大学の附置研究所である生体調節研究所に所属

する、現在の生体情報ゲノムリソースセンターとなりました。この間一貫して群

馬大学における遺伝子関連研究の支援とともに、独自の研究・開発・教育を行っ

てきました。シークエンサーやFACSをはじめとする様々な研究機器、そして共

用の研究設備・スペースを広く開放することにより遺伝子関連研究の推進を図りました。さらに最近では、学内外の

研究者に対して、ゲノム編集技術を用いた遺伝子改変動物の作製支援や技術指導も行っており、国内有数のゲノム編

集センターとして大きな発展を遂げています。

　一方で、ゲノム情報が明らかになってみると、設計図を手にしただけでは生命の秘密には迫れないことが改めて実

感されることになります。設計図であるDNAはDNA自体やその周囲にあるヒストンに様々な修飾が施されてエピゲ

ノムを形成しています。そしてそのエピゲノム模様により、複雑な発現調節が行われていることが明らかになってき

ました。エピジェネティクス新時代をむかえ、ゲノムを基盤とした医学生物学の研究は新しい局面に入りつつありま

す。センターではエピゲノムを自由自在に書き換えることができる独自のエピゲノム編集技術の開発に成功し、さら

にエピゲノム制御機構の解明を目指しています。

　このように生体情報ゲノムリソースセンターは、ゲノムとエピゲノムの両面から本学の研究推進に必ずや大きな力

を発揮してくれるものと期待しています。

学長あいさつ

群馬大学　学長 

 石　崎　泰　樹
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センター長あいさつ

　2019年５月、米食品医薬品局（FDA）はスイス製薬大手ノバルティスの脊髄

性筋萎縮症（SMA）に対処する遺伝子治療薬「ゾルゲンスマ」を承認しました。

SMAは１万人に１人の割合で発症する遺伝性難病で、人工呼吸器を着けなければ

２歳までに死亡しますが、生後の早い時期にゾルゲンスマを１回投与するだけで健

常児とほぼ変わらず生育できるようになります。SMAはSurvival Motor Neuron 

1というニューロン生存に不可欠なタンパク質の遺伝子の欠失が原因で、ゾルゲン

スマは正常のSMN1を発現するアデノ随伴ウイルスベクターです。2010年ごろま

ではマウスを用いた基礎研究レベルでしたが、その後の８年あまりで臨床試験ま

で一気に終了し認可されました。

　2020年のノーベル化学賞は、CRISPR-Cas9によるゲノム編集機構解明の業績

で、ジェニファー・ダウドナ博士とエマニュエル・シャルパンティエ博士に授与

されました。CRISPR-Cas9システムを用いることで、これまでよりはるかに容易

にヒトを含む生物のゲノム改変ができるようになりました。最近ではゲノム編集

を応用したエピゲノム編集など、様々な応用も試みられています。

　2020年、新型コロナウイルスに対するmRNAワクチンが米国で開発されました。

2020年の３月中旬に開発プロジェクトが開始され、わずか８ヶ月で開発ばかりか

臨床試験まで驚異のスピードで終えて、一般への接種が始まりました。

　このようにゲノム科学は想像を絶する速さで発展しています。ゲノム科学は生命科学研究の基盤技術ですが、研究者が独

自の先端研究を進める上で、並行して自ら開発するのは極めて困難で非効率的です。専任教員の畑田教授らはエピゲノム編

集で世界トップレベルの成果をあげています。また私は本学の未来先端研究機構ウイルスベクター開発研究センターのセン

ター長も兼任しており、新規アデノ随伴ウイルスベクターの開発および、国内外の研究機関への供給を行っています。

　ゲノムリソースセンターでは、ゲノム科学を推進するために必要な先端機器を備えるだけでなく、ゲノム科学の最先端技

術、情報を含むあらゆる面からサポートすることで、本学の生命科学研究の飛躍的な発展を支えて参ります。

生体情報ゲノムリソースセンター 

　センター長 平　井　宏　和
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フロア案内

２階 3階

１階

Biosignal Genome Resource Center

生体情報ゲノムリソースセンターは、専任教官室

や会議室などからなる１階、解析機器室を中心と

した２階、マウス飼育エリアを中心とした３階の

３つのフロアから成り立っています。
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センターの代表的な機器

■DNAシーケンサー（24本/run）

■DNAシーケンサー（４本/run）

２階

●❶

●❸

●❷

●❹

3500xL（Applied Biosystems）

SeqStudio（Applied Biosystems）

3130xL（Applied Biosystems）

PyroMark Q24（Qiagen）

■DNAシーケンサー（16本/run）

■パイロシーケンサー

❶

10

❸

❷❹

❺

❼

❻ ❾

❽
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Biosignal Genome Resource Center

■FACS（セルソーター）

■自動磁気細胞分離装置

■リアルタイムPCR機器

●❺

FACSAriaII（BD）

autoMACS Pro（Miltenyi）

LightCycler480（Roche）

FACSVerse（BD）

Nano Drop（Thermo）

GeneAmp PCR system 9700（Applied Biosystems）

■FACS（アナライザー）

■超微量分光光度計

■サーマルサイクラー

●❼

●❾

●❻

●❽

●10
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センターの貸出スペース

■Ｐ１実験室貸出実験台
センター２階には、Ｐ１レベルの貸出実験台があります。実験室には、冷蔵庫、遠心機、オートクレーブ、流しな

ど必要最小限の機器は揃っています。隣には細胞培養室を完備（Ｐ２実験可能）。また、同じフロアにDNAシーケ

ンサー、リアルタイムPCR機、FACSなどを備えた解析機器室もあります。

■SPFマウス貸出飼育室
センター３階には、P1AレベルのSPFマウス貸出飼育室があります。飼育室は年間を通じて一定の温度と湿度に保

たれています。また、定期的な病原性微生物検査により、マウスの健康状態をモニタリングしています。

２階

３階
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Biosignal Genome Resource Center

ゲノム編集マウスの無償作製
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Biosignal Genome Resource CenterBiosignal Genome Resource Center

センターを利用するには？

機器を使用したい

①（様式１）グループ利用申請書、若しくは（様式２or ３）利用申請書を提出
②  センター職員に使用方法の確認
③  機器の予約
 SimpRent　https://msse.med.gunma-u.ac.jp/top#/
 あるいは、カレンダーへの記入（機器によって異なります）

貸出スペースを借りたい

①（様式１）グループ利用申請書、若しくは（様式２or ３）利用申請書を提出
②（様式４）専用区域利用申請書を提出

マウスを飼育したい

①（様式１）グループ利用申請書、若しくは（様式２or ３）利用申請書を提出
②（様式12）動物実験区域利用申請書を提出
③  遺伝子組換え実験および動物実験計画の承認書のコピーを提出
④  新しくマウスを飼育室に入舎させる場合は、（様式16）実験動物入退舎届を提出

Genetyxを利用したい

GENETYXネットワーク版は、パソコンにソフトウェアをインストールし（台数制限なし）、群馬大学のネットワー
クに接続された全てのマシンから利用できます（同時に３ユーザーまで）。
当センターでユーザー登録していただければ、無償でご利用いただけます（Win/Mac対応）。

　①（様式14）GENETYX利用申請書を提出
　②  ご自分のPCにGenetyxをインストール（CD-R）
　③  IDとパスワードを入力し、ログインして使用
 　　　  ＊（様式１）利用申請書の提出不要

受託オリゴを注文したい

ユーロフィンジェノミクス社の合成オリゴを、通常価格よりも割安
に購入することができます。夕方５時までにご注文いただければ、
翌日納品されます。ご利用にあたっては、あらかじめ当センターで
ユーザー登録をしていただく必要があります。支払いはセンター利用料として、まとめてお支払いただくため、
注文のたびの煩雑な発注書作成はご不要です。

①（様式17）オリゴDNA 生体情報ゲノムリソースセンター利用申込書を提出
②   スタンダードオリゴDNAオーダーフォーム（Excelファイル）に配列などを入力し、ユーロフィンジェノミク

ス（oligoorder-jp@eurofi ns.com）に直接注文
＊（様式１）利用申請書の提出不要

各様式はセンターのホームページからダウンロードできます
http://grc.imcr.gunma-u.ac.jp/̃gene/index.php?id=18
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センター利用料
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Biosignal Genome Resource CenterBiosignal Genome Resource Center

センターの利用状況

センターを利用した最近の論文

■センター登録者数（2021年３月末現在）

　・利用登録 218名

　・Genetyx登録 167名

　・受託合成オリゴ登録 146名

■主要機器の利用頻度（2020年度）

■センター入館者数の推移（延べ人数）

人数

年度
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Biosignal Genome Resource Center
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Biosignal Genome Resource Center
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沿　革

1997（平成９）年４月  組換えDNAの研究技術の普及と専門研究者の教育、養成などを行ない、この領

域の発展に寄与することを目的とした群馬大学の学内共同利用施設として遺伝

子実験施設新設

2004（平成16）年12月  生体調節研究所との統合により名称を生体調節研究所附属 生体情報ゲノムリ

ソースセンターに変更

■ＪＲ利用の場合

・上越新幹線高崎駅からタクシーで30分
・両毛線JR前橋駅からバス（群大病院行もしくは
　南橘団地行）で15分、タクシーで10分

■自動車利用の場合

・関越自動車道前橋インターで一般道へ下り15分

　ACCESS
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Biosignal Genome Resource Center

群馬大学 生体調節研究所附属 生体情報ゲノムリソースセンター

Biosignal Genome Resource Center, 
Institute for Molecular and Cellular Regulation, Gunma University

〒371-8512　群馬県前橋市昭和町3-39-15
TEL 027-220-8057  FAX 027-220-8110
E-mail: hiromii@gunma-u.ac.jp
URL: http://grc.imcr.gunma-u.ac.jp/̃gene/






